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無腸目渦虫類．Haplqganaria　sp ．および Otocetiε SP ・の 徴細構造

弥益輝文 （琉大 ・教養）

Fine　st ・u ・t・・e 。f　ac 。 el　flat　 w 。 ・ms
，
　 Hapt・9 ・naria 　sp ．　and α ・celis　sp ．

TERUFUMI 　 YAMASU

　Otocelis　sp ．は 体長 600 μm ，体輻 150 μm の 殆 ん ど透 明な種 で 同 属 4種中雌性生殖孔が 雄性生 殖孔 の 後 に

開 く点で 0 ．westbladi に 最 も近縁と考え られ る 。 表皮細胞 の 核は 2 層の 筋肉層 の 上部tC位置す る 。 前端付近

左右両側 の 眼点様構造は無腸類 の 眼点 の 特徴的構造を 示 さず，色素細胞の 疎ら な集合 か ら成 る と考え られ る 。

seminal
　bursa の nozzIe は 他 の 種に比し て短 か く，こ れ を構成す る細胞 の 膜 に とりまか れ る。　 vagina の 壁

購 い 筋肉層を持 ち・P ・・ i・ i！c ・bt特徴的な細胞 が み られ る．∬1・Pl・9 ・洳 加 ・p ．は体長 5QO μm ，体幅 12  pm
で 背側前端付近 に 三 日 E 型 の 白色斑 が み られ る。報告さ れた 同ma　IO種中，　H ・simtPlex に 最も近縁とみ られ

る が ， 雌性雄性生殖孔 は 合
一

して 開孔し後者 に は 筋肉層，ク チ ク ラ 層など特徴的 な構造がみ られず，seminal

bursa は 精子 を 内部 に もつ 単 純 な嚢状 の 構造で noz21e を もた ず，雌雄生殖器官は 長 い 管状 の 構造を持つ 点で

他種 と異 な る 。

日本産 カブ トガニ の幼生 に お け る中腸腺の 形態観察

谷本 さ とみ （東邦大 ・
理 ・生物）

Histologieal　observation 　on 　the　midgut 　gland　of　the　Japanese　horseshoe 　crab 　larva

SATOMI 　 TANIMOTO

　日本産 カ ブ ト ガ ニ は 夏 の 柊 りに ふ 化 し て 1齢幼生 とな る が，そ の 頭胸部に は 卵黄粒 が 充満 して お り，中腸腺

の 構造 は 認め られ な い 。そ こ で 中腸腺 の 形成過程 及 び それ以援の 形態変化を観察した 。冬期，頭胸部周辺部 に

背腹 を つ な ぐ形で厚い し き りが あらわれ，そ の 中で 次第に 卵黄粒 は 減少 し細 い 線維状 の 構造 が あ らわ れ て く

る 。 それ に 遅れ て 中央部で は薄い 境界が出現 し，内部に 卵黄粒を と り こ ん だ ま ま 次第に 収縮す る と 共 に 断面も

丸 くな り，管状構造の 原形を形成 して 行 く。 6 月中旬の 脱皮後まもな く
一

層の 細胞か らな る 腺状構造が で きあ

が り，半月ほ どた つ と分泌物 も出現 して機能的に も完成す る 。 こ れ 以 後 は ，エ サ を 与えた 個体で は 管の 本数多

く径 も太 くな り，エ サ を 与 え な い 個 体 で は lipase 様 esterase を 含 む 顆粒 が ふ え る 。 分岐す る喋の 細胞分裂

像 もみ られ t 。11月中旬の 個体 で は 夏期 に 比 べ 細胞の 崩壊少なく，機能的季節変化が存在す る 可 能性 も あ る。

ナ メ クジ類 の 性的成 熟 と神経機構 L 脳部の 組繊学的検討

瀬尾直美，牧野尚哉 （東京医大 ・生物）

Sexual 　maturation 　and 　nervous 　system 　of 　slugs ： Histologinal　studies 　on 　their 　ganglja
NAoMI 　 SEO，　 NAOYA 　 MAKINo

　陸生有肺類 ナ メ ク ジ類に お け る性成熟 の コ ソ ト P 一ル 機構の 研究 の
一

環 と して ，演者等 が 既報 の 材料 と して

きた・ノ ハ ラ ナ メ ク ジ ・チ ャ ィ ロ コ ウ ラ ナ メ ク ジ．キ イ ・ コ ウ ラ ナ メ ク ジ． フ ッ ウ ナ メ ク ジ の 中枢部の 神経

節 の 組織学的比較 を 行 っ た 。 4種共 に 類似 の 組織豫を有 し，Lymnaea で 内分泌器官 と して 確 立 して い る dorsal

body （DB ） が索状の 細胞塊と し て 脳神経節背 面 の 神 経 周 膜上 部 の 粗な結合織中に 埋設 した 形態 で 存在す る。
ま た．ノ ハ ラ ナ メ ク ジ ，キ イ ロ コ ウ ラ ナ メ ク ジ の 脳神経節と側神経節 の 連合部に 同様 の 形態 の 細胞塊を認め ，
ナ メ ク ジ類 に お い て も，Lymnaea と 同様 に medio −DB と 王atero −DB の 存在を明 らか に した 。ア ル デ ヒ ドフ ク

シ ソ に よ る 神経分泌 細 胞 の 検 討 を 行 い， 4 種 の 脳 神経節に 同様 の 分布を認 め た 。 な お ，ノ ハラ ナ メ ク ジ の み に

内分泌器官と も考えられ て い る 炉胞構造を み せ る cerebral 　gland を脳神経節の procercbrum 中 の 神経 細胞

胞体間 に 観察した 。
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